





































































































































































































計（A） ３，４４５ 計 ５，６８４ 計 ２，５３５
A／総計（％） ２９．５ A／総計（％） ４８．７ A／総計（％） ２１．７

























































１８６８―１８７４ ５１ ５６ ２０ １ １２８
計 ３，１５６ ５，４５６ ２，２２３ ８６ １０，９１９
平均生年 １８３５．８ １８３７．４ １８３７．１ １８３４．１ １８３６．８
生年不明 ２８９ ２２８ ３１２ １２ ８４１
































































































































































































































計 ９２４ １，７３９ ６５５ ３，３１８ ３３２ ３，６５０ １０，９０９ ３０．４
生年不明 ４３ ６５ ３２ １４０ ７，４６７ ７，６０７ ８４１ １６．７




平均生年 １８４４．４ １８４３．３ １８４３．５
知行取 切米取 扶持米取



























































































計 １１，２５７ １，０３３ １８１ １９８ （４６） （１５１） ６０７




















































４ ２ ５ （２） （３） ４
計 ３，４０３ ３７１ ８７ ７６ （２４） （５１） １９３ （７）
生年不明 ７，８５４ ６６２ ９４ １２２ （２２） （１００） ４１４ （１１）
総計 １１，２５７ １，０３３ １８１ １９８ （４６） （１５１） ６０７ （１８）
























































































194 商 経 論 叢 第４５巻第４号（２０１０．３）




















































（１８） （３９７） （１９１） ３４７ （１００） （２４７） １５６ ２５ ２２４





















































（２） （２） ２ ２ ２０歳代
（１２７） （５９） １６１ （４８） （１１３） ７１ １１ ７３
（２７０） （１３２） １８６ （５２） （１３４） ８５ １４ １５１
（３９７） （１９１） ３４７ （１００） （２４７） １５６ ２５ ２２４



















































































































































































































































禄高 人数 商人 軍人 官吏 県官吏 市吏 専門職 企業家
市外転出
（無職）
１，０００石以上 １８ ２ １ １ １
３００～９９９石 ３２ ２ １ １ ６
８０～２９９石 １２６ ７ ３ １３ １５ ２ ８
４０～７９石 １５６ １１ ３ ５（２） １５（２） ８ ３ ５
４０石未満 ７８７ １１０ １２ １９（６） ２９（１） ４２ ６ １ １３
不明 １９ ４ １
計 １，１３８ １３６ １８ ２４（８） ５９（３） ６６ １１ ２ ３４
禄高 人数 商人 軍人 官吏 県官吏 市吏 専門職 企業家
市外転出
（無職）
１，０００石以上 １１ ２ １
３００～９９９石 ２６ ２ ２ ３（１） ２ １
８０～２９９石 １１８ ５ １０ ６（３） １９（１） ６ ５ ２ ３
４０～７９石 １２５ ５ １８ ６ １３ ９ ５ ２
４０石未満 ６６０ １０３ ２８ ８（１） ５２（２） ３５ ８ １ １０
不明 ２８ ７
計 ９６８ １２２ ５６ ２２（４） ８７（４） ５４ １９ ４ １５
禄高 商人 軍人 官吏 県官吏 市吏 専門職
市外転出
（無職）
１，０００石以上 １１．１ ５．６ ５．６
３００～９９９石 ６．３ ３．１ ３．１ １８．８
８０～２９９石 ５．６ ２．４ １０．３ １１．９ １．６ ６．４
４０～７９石 ７．１ １．９ ３．２（１．３） ９．６（１．３） ５．１ １．９ ３．２
４０石未満 １４．０ １．５ ２．４（０．８） ３．７（０．１） ５．３ ０．８ １．７
計 １２．０ １．６ ２．１（０．７） ５．２（０．３） ５．８ １．０ ３．０




３００～９９９石 ７．７ ７．７ １１．５（３．８） ７．７ ３．８
８０～２９９石 ４．２ ８．５ ５．１（２．５）１６．１（０．８） ５．１ ４．２ ２．５
４０～７９石 ４．０ １４．４ ４．８ １０．４ ７．２ ４．０ １．６
４０石未満 １５．６ ４．２ １．２（０．２） ７．９（０．３） ５．３ １．２ １．５
































































































































































計 ５，４５３ ９３８ ３３７ １，２７５ ５，３３０ ９０１ ３００ １，２０１ １７．２ ２３．４ １６．９ ２２．５
表Ⅲ－１ 商業者の中の士族
注：商業税賦課の商業者（飲食店・料理屋などは含まない）。「推定士族」については本文参照。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１８４４―１８６７ １７ １６ ９ １６ ７ １ ３３
１８６８―１８９０ １６ ８ ８ ４ ９ ３ ２４




















































































































































































１，０００～２，０００円 １ １ １ １
５００～９９９円 ４ ２ １ ２ ２ １ ６ ５ １１
３００～４９９円 ２ ４ ４ ２ ６ ８ １４









































































































































































































































































































５００～９９９円 ５ ２ １ １ ５ ７ ５ １２
３００～４９９円 ６ ８ ６ ２ ４ ２ １４ ８ ２２




























































県立学校 判任待遇 ２２ １ ４ １ ２８





































３ １ １ ２ １ ４ ３ ７ １０
書記 ９ １６ １５ ５ ４ １ ２５ ３４ ５９ ８８
雇 ２６ ６３ ５７ ２０ １２ ８９ １０６ １９５ ３４２
（複数の職階） １０ １４ １１ ４ ７ ２ ２４ １６ ４０ ６２
使丁 １ １３ １２ １ １ １４ ９ ２３ ７６
給仕・工夫 ８ ８ ４１
番人・その他 ２ ７ ５ ２ ２ ９ ６ １５ ３７
計 ５１ １１４ １０１ ３２ ２７ ５ １６５ １８２ ３４７ ６５６











１８２２―１８２７ １ １ ２ １
１８２８―１８３７ ２ ２１ ４ ３ ２ ３２ １２
１８３８―１８４７ ３ ４ ４５ ８ ６ ６ ７２ ８
１８４８―１８５７ ３ ２３ ２３ ９ ２ １ ６１ ２４
１８５８―１８６７ １ １ ５ ２ ９ １８





















































































１８１８―１８２７ １ ４ ３ １ １ ５ ５
１８２８―１８３７ ５ １６ １３ ４ ４ ２１ ６ ２７
１８３８―１８４７ ３ ７ ６ ２ ２ １０ １１ ２１
１８４８―１８５７ ６ ９ ８ ５ ２ １５ ２１ ３６
１８５８―１８６７ １ １ １ １７ １８
１８６８―１８６９ １ １ １ ２ ３
小計 １６ ３７ ３１ １３ ８ １ ５３ ５８ １１１
生年不詳 １２ １２
































１８８８年 ４９５ １１４ ７４ ２３．０ １４．９ ３８．０












２，０００円以上 ２ ５ ７ ３ １０
１，０００～１，９９９ ８ １２ ２０ ３ １６ ３９
７００～９９９ ９ １０ １９ １ ２３ ４３
５００～６９９ ２６ １２ ３８ ８ ５３ ９９
３００～４９９ ６９ ３１ １００ ８ １９６ ３０４

































































































































































































































































































































































































































































































































































５ ５ ２ ３ ３ ３ ５
男





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































234 商 経 論 叢 第４５巻第４号（２０１０．３）
１０５ 全国レベルでは，諸侯の１万石以上家臣で１９００年当時年収５００円以上という条件を満たさなかったた
めに華族になれなかった者は，６７名中１５名いたから（前掲，浅見『華族たちの近代』４９頁），このよう
なケースは多数派ではないにしろ，必ずしも例外的とはいえないであろう。
１０６ 以下，同新聞，１９０３年１１月１１日・１１月１２日・１１月１３日，１９０４年３月３１日・４月６日・４月８日
による。
１０７ 前掲，浅見『華族たちの近代』８６頁。
１０８ 原田泰は，１９００年頃の１万円は，１人当たり GDPの倍率で換算すると，近年の７億円にも相当する
として，この下賜金の高額さを強調している（原田『日本国の原則』日本経済新聞出版社，２００７年，３３
頁）。
１０９ 西永公平・河合成一は，ともに金沢弁護士会長や金沢市議などを歴任している。
１１０ 先の１９００年万石以上家老調査において，他藩旧家老でも旧藩主や旧陪臣の支援を受けている例がみら
れるし，神社宮司等神職も４名存在していた。
１１１ 以下は，篠原一宏・篠原美和子『篠原出羽守家代々記』（２００７年）による。
１１２ たとえば，のち陸軍少将になった岩倉正雄は，通学したのは自宅近くの金沢小学校ではなく，「父が附
属を選んだのは恐らく附属は月謝を取らなかつたからであろう」としているし（前掲，岩倉『思い出の
記』１１頁），のちの陸軍大将・首相の林銑十郎も富山県郡吏を務めていた父親が手許を離して彼を金沢の
尋常師範学校附属小学校に通学させたのは，「おそらく経済的理由が主ではないか」とされる（宮村三郎
『林銑十郎』原書房，１９７２年，７頁）。
１１３ ちなみに，山本敏子「日本における＜近代家族＞の誕生」『日本の教育史学』３４集（１９９１年）は，明
治中期頃（日清戦争前後）における士族層を中心とした都市中産階級の家庭（夫婦とも中等教育を受け，
戸主は俸給生活者）が日本における「近代家族」の誕生であるという主張している。前掲，園田ほか『士
族の歴史社会学的研究』１７４頁も参照。
１１４ 金沢大学創立５０周年記念展示実行委員会ほか『蔵書展金沢大学の源流』（１９９９年）１～２頁，『金沢市
教育史稿』５８０頁，日置謙編『改訂増補加能郷土辞彙』（北国新聞社，１９５６年）６６８頁などによる。「成瀬
主税日記」は金沢大学附属図書館所蔵。
１１５ 他にこのような例として，九里歩（１８１２―１８９２，１，２００石，茶人，宗和流家元）が見出される（前掲
『実録石川県史』１０７頁）。
１１６『大衆人事録』第１４版（１９４３年）など。
１１７『人事興信録』第２版（１９０８年）など。
１１８ 前掲，江森『「勉強」時代の幕あけ』２１６頁。
１１９ たとえば小倉正恒の祖父永政は，４，３００石を領する人持組の大身西尾家の家老であったが，１８６７年に
主が代替わりし讒誣する者があって隠居し，後を継いだ正路も維新の変革により西尾家を去り縁を絶って
いる（小倉正恒伝記編纂会編『小倉正恒』１９６５年，２９頁）。一方，西尾家当主のその後の情報は得られて
いない（表Ⅳ―１参照）。
１２０ 井上好人は，他県などへの移動した者は没落したのではなく，むしろ文官や軍人などに就職できた者
ほど大都市に移動したと主張する（前掲，井上「金沢一中卒業生からみた旧加賀藩士族の社会移動」１０・
２１頁）。しかし籍を他所に移した場合を別とすれば，文官や将校は名簿類でそうした地位が判明するが，
この層はそのような者が少ないのである。
１２１ 同書，２５９頁。
１２２ たとえば，水谷三公『官僚の風貌』（中央公論新社，１９９９年），前掲，園田「郡県の武士」１９３頁。
武士の近代 235
